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１ 

は
じ
め
に

ネ
パ
ー
ル
は
イ
ン
ド
プ
レ
ー
ト
と
ユ
ー
ラ
シ
ア

プ
レ
ー
ト
が
衝
突
し
て
い
る
場
所
に
位
置
し
て
お

り
、
大
地
震
が
起
こ
り
や
す
い
場
所
に
あ
る
1 )
。

１
９
３
４
年
に
は
Ｍ
8.4
の
大
地
震
が
発
生
し
、
全

土
に
壊
滅
的
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
近
年
で
は
、

２
０
１
５
年
４
月
25
日
正
午
前
に
Ｍ
7.8
の
ゴ
ル
カ

地
震
が
発
生
し
、
被
害
は
死
者
８
、８
５
６
人
、

負
傷
者
２
２
、３
０
９
人
、
全
壊
し
た
建
物
は
６

０
４
、９
３
０
棟
に
及
ん
だ
2 )
3 )
。
ま
た
、
５
月
12

日
正
午
過
ぎ
に
も
Ｍ
7.3
の
大
規
模
な
余
震
が
発
生

し
、
さ
ら
に
被
害
が
拡
大
す
る
事
態
と
な
り
、
将

来
へ
向
け
た
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
ネ
パ
ー
ル
は
経
済
的
な
面
に
お
い
て
、
防
災

や
減
災
対
策
の
た
め
の
大
規
模
な
ハ
ー
ド
対
策
へ

の
投
資
は
期
待
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
ネ
パ
ー

ル
に
あ
る
既
存
の
伝
統
的
中
庭
空
間
や
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
、
既
存
の
環
境
資
源
と
ソ
フ
ト

対
策
を
活
か
し
た
防
災
計
画
や
教
育
が
必
要
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

サ
キ
ャ
ら
4 )
は
、
１
９
３
４
年
の
大
地
震
時
の

避
難
生
活
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
震
災
時
に
中
庭
を
は
じ
め
と

す
る
共
用
空
間
が
避
難
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年

ネ
パ
ー
ル
は
都
市
化
に
よ
っ
て
、空
間
の
構
成
・
利

用
、
人
々
の
生
活
習
慣
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
5 )
。

中
庭
空
間
を
取
り
巻
く
社
会
的
背
景
も
変
化
し
て

い
る
中
で
、
今
回
の
地
震
時
に
中
庭
空
間
が
ど
の

よ
う
に
利
用
さ
れ
た
の
か
を
地
域
住
民
の
記
憶
を

基
に
記
録
し
、
地
震
災
害
時
に
お
け
る
利
用
実
態

や
課
題
点
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
防
災
面
で
の
伝

統
的
な
中
庭
空
間
の
有
用
性
を
明
ら
か
に
で
き
れ

ば
、
従
来
は
困
難
と
考
え
ら
れ
て
い
た
伝
統
的
な

密
集
市
街
地
の
文
化
的
価
値
保
全
と
災
害
安
全
性

の
両
立
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
対
し
て
、
歴
史
的
空

間
の
保
全
と
そ
れ
を
活
か
し
た
防
災
計
画
に
つ
な

が
る
有
用
な
知
見
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
中
庭
型
集
住
帯
を
形
成
し
、
カ
ト

マ
ン
ズ
渓
谷
７
つ
の
世
界
遺
産
の
中
で
も
比
較
的

被
害
の
少
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
庭
空

間
が
避
難
場
所
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
る
カ
ト
マ
ン
ズ
・
パ
タ
ン
地
区
6 )

を
対
象
に
、
地
区
住
民
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
を
行
い
、
伝
統
的
中
庭
空
間
が
地
震
後
に
ど
の

よ
う
に
避
難
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

２ 

調
査
地
の
概
要

（
１
） 

対
象
地
域
の
概
要

パ
タ
ン
地
区
は
、
ネ
パ
ー
ル
連
邦
民
主
共
和
国

バ
グ
マ
テ
ィ
県
ラ
リ
ト
プ
ル
市
に
位
置
し
て
い
る

（
図
１
〜
２
）。
パ
タ
ン
の
旧
市
街
地
は
数
多
く
の

歴
史
的
な
僧
院
が
存
在
し
、
伝
統
的
な
空
間
構
成

で
あ
る
中
庭
型
集
住
帯
を
形
成
し
て
い
る
。
パ
タ

ン
地
区
で
は
、
過
去
に
地
区
防
災
計
画
7 )
が
立
案

さ
れ
て
お
り
、
ナ
グ
バ
ハ
ル
・
イ
ラ
ナ
ニ
と
い
っ

た
中
庭
を
有
す
る
地
域
で
は
、
長
嶋
ら
8 )
に
よ
る

地
区
防
災
計
画
を
実
践
す
る
た
め
の
取
り
組
み

や
、
防
災
ま
ち
あ
る
き
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結

果
を
踏
ま
え
た
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
が
行
わ

れ
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
世
界
遺
産
の
コ
ア
及
び
バ
ッ
フ
ァ

ゾ
ー
ン
内
の
ナ
グ
バ
ハ
ル
（N

agbahal

）、
ク

テ
ィ
バ
ハ
ル
（K

utibahal

）、
イ
ラ
ナ
ニ

（Ilanani
）
の
３
つ
の
中
庭
周
辺
（
ナ
グ
バ
ハ
ル

地
区
）
に
て
調
査
を
行
っ
た
結
果
を
報
告
す
る
。

（
２
） 

表
中
庭
と
裏
中
庭
に
つ
い
て

サ
キ
ャ
9 )
は
主
に
住
宅
・
建
物
へ
の
ア
ク
セ
ス

に
利
用
さ
れ
る
中
庭
を
「
表
中
庭
」、
住
宅
・
建

物
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
利
用
し
な
い
中
庭
を
「
裏
中

庭
」
と
定
義
し
て
い
る
。
表
中
庭
に
は
、
ヒ
テ
ィ

（
伝
統
的
水
源
）
を
有
す
る
よ
う
な
比
較
的
多
く

の
世
帯
に
利
用
さ
れ
る
大
規
模
な
も
の
や
、
比
較

的
少
数
の
世
帯
で
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ

る
。
一
方
で
、裏
中
庭
は
小
規
模
な
も
の
が
主
で
、

複
数
の
世
帯
で
共
用
し
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

完
全
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
と
し
て
住
居
の
一
部

と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
表
中

庭
の
利
用
に
着
目
し
、
特
に
ナ
グ
バ
ハ
ル
、
ク
テ

ィ
バ
ハ
ル
、
イ
ラ
ナ
ニ
の
３
つ
の
比
較
的
大
規
模

な
表
中
庭
を
主
な
調
査
対
象
と
し
た（
図
３
）、（
写

真
１
〜
３
）。
以
降
本
稿
で
は
、
表
中
庭
の
こ
と

を
中
庭
と
略
称
す
る
。

３ 

調
査
の
方
法

（
１
） 

調
査
の
概
要

現
地
調
査
は
２
０
１
５
年
11
月
30
日
か
ら
12
月

５
日
に
か
け
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
よ
り
行
っ

た
。
30
日
か
ら
４
日
ま
で
は
、
ナ
グ
バ
ハ
ル
周
辺

の
各
住
宅
に
訪
問
し
て
、
地
震
発
生
か
ら
現
在
ま

で
の
生
活
の
様
子
や
中
庭
の
様
子
を
、
あ
ら
か
じ

め
用
意
し
た
質
問
項
目
に
沿
っ
て
個
別
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
た
。
５
日
に
は
ナ
グ
バ
ハ
ル
、
ク
テ
ィ

バ
ハ
ル
、
イ
ラ
ナ
ニ
の
３
つ
の
中
庭
を
囲
む
住
民

を
中
心
と
し
て
集
団
ヒ
ア
リ
ン
グ
形
式
で
実
態
調

査
を
試
み
た
。

（
２
） 

集
団
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
概
要

集
団
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
ナ
グ
バ
ハ
ル
、
ク
テ
ィ

バ
ハ
ル
、
イ
ラ
ナ
ニ
の
３
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か

ら
の
参
加
者
を
各
々
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
各
中

庭
に
お
け
る
地
震
発
生
か
ら
現
在
ま
で
の
様
子
を

グ
ル
ー
プ
内
で
話
し
合
い
な
が
ら
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ

上
に
記
載
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
時
系
列
を
①

「
本
震
発
生
か
ら
そ
の
日
の
夜
ま
で
」
②
「
翌
日

か
ら
余
震
直
前
ま
で
」
③
「
余
震
発
生
か
ら
そ
の
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日
の
夜
ま
で
」
④
「
余
震
翌
日
か
ら
現
在
ま
で
」

の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
で
当
時
の
状
況
を
お
互
い
に
確
認
し
な

が
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
中
庭

の
様
子
や
避
難
生
活
の
様
子
を
よ
り
客
観
的
に
記

録
し
た
（
写
真
４
）。
ま
た
、
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
上

に
マ
ー
カ
ー
な
ど
で
直
接
住
民
の
動
き
や
滞
在
し

た
場
所
を
書
き
込
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

中
庭
の
利
用
実
態
が
空
間
的
に
掴
め
る
と
考
え
ら

れ
る
。
参
加
者
数
は
ナ
グ
バ
ハ
ル
か
ら
は
６
人
、

ク
テ
ィ
バ
ハ
ル
か
ら
は
３
人
、
イ
ラ
ナ
ニ
か
ら
４

人
の
計
13
人
で
あ
る
。

（
３
） 

個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
概
要

個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
主
に
ナ
グ
バ
ハ
ル
周
辺
の

表
中
庭
・
裏
中
庭
に
隣
接
し
て
い
る
住
居
か
ら
各

中
庭
で
1
世
帯
以
上
を
ラ
ン
ダ
ム
に
訪
問
し
、
結

果
55
世
帯
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
地
震
時
の

行
動
や
地
震
後
の
裏
中
庭
の
利
用
に
つ
い
て
質
問

し
た
（
図
３
）。
本
稿
で
は
、
ナ
グ
バ
ハ
ル
を
は

じ
め
と
す
る
避
難
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
た
中
庭

に
つ
い
て
の
み
整
理
す
る
。

４ 

集
団
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果

集
団
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
、

時
系
列
に
沿
っ
た
中
庭
の
様
子
や
住
民
の
避
難
生

活
に
つ
い
て
、
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
上
に
文
字
で
記
入

さ
れ
た
も
の
を
ま
と
め
て
表
１
に
示
す
。

（
１
） 

避
難
生
活
の
規
模

本
震
時
、
ナ
グ
バ
ハ
ル
の
中
庭
で
は
約
８
０
０

人
が
テ
ン
ト
生
活
を
営
ん
だ
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
。
本
震
翌
日
に
は
、
テ
ン
ト
が
中
庭
を
覆
い
尽

く
し
た
こ
と
も
回
答
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ナ
グ
バ
ハ
ル
で
は
本
震
時
の
夜
間
避
難

者
数
が
約
８
０
０
人
な
の
に
対
し
、
余
震
時
に
は

約
５
０
０
人
で
あ
っ
た
と
回
答
さ
れ
て
お
り
、
地

図1 歴史都市パタンの位置図2 パタン地区図3 対象地区
　　（破線内：個別ヒアリング範囲）

図6 余震直後の避難場所 図5 本震翌日からの中庭の様子 図4 本震直後の避難場所

写真1 ナグバハルの中庭

写真2 クティバハルの中庭

図14 避難方向（本震時）図15 避難方向（余震時）

写真3 イラナニの中庭

写真4 集団ヒアリングの様子
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震
当
日
の
夜
間
の
避
難
規
模
に
３
０
０
人
程
度
の

差
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

余
震
後
、
ナ
グ
バ
ハ
ル
で
は
避
難
生
活
者
が
減

り
始
め
た
の
が
１
週
間
後
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

イ
ラ
ナ
ニ
で
２
、
３
日
で
減
り
始
め
た
こ
と
が
分

か
る
。
回
答
の
中
に
も
あ
る
通
り
、
ナ
グ
バ
ハ
ル

周
辺
で
は
、
イ
ラ
ナ
ニ
よ
り
も
大
き
な
奥
ま
っ
た

街
区
内
に
家
が
多
く
、
ナ
グ
バ
ハ
ル
で
の
避
難
生

活
は
緊
急
時
に
出
ら
れ
な
く
な
る
不
安
か
ら
、
イ

ラ
ナ
ニ
の
避
難
生
活
よ
り
も
期
間
が
長
く
な
っ
た

と
推
察
さ
れ
る
。

（
２
） 

炊
き
出
し
等
の
活
動

本
震
時
、
炊
き
出
し
は
翌
日
か
ら
ナ
グ
バ
ハ
ル

と
イ
ラ
ナ
ニ
の
中
庭
で
行
わ
れ
、
ク
テ
ィ
バ
ハ
ル

で
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
（
図
５
）。
ナ
グ
バ
ハ
ル

で
は
３
日
間
行
わ
れ
、
イ
ラ
ナ
ニ
で
は
10
日
間
行

わ
れ
た
。
ナ
グ
バ
ハ
ル
と
ク
テ
ィ
バ
ハ
ル
は
同
じ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
団
と
し
て
動
き
、
イ
ラ
ナ
ニ
は

そ
れ
と
は
別
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
活
動
を
行

っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
ナ
グ
バ
ハ
ル
と
ク
テ
ィ
バ

ハ
ル
が
中
庭
空
間
内
で
連
結
し
て
お
り
、
イ
ラ
ナ

ニ
は
独
立
し
て
い
る
と
い
う
空
間
特
性
上
か
ら
生

じ
た
連
携
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
炊
き
出
し
の

ス
ペ
ー
ス
で
寄
付
の
受
け
入
れ
も
行
っ
た
と
の
回

答
が
あ
り
、
中
庭
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
中
心
と
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

そ
の
他
に
も
、
情
報
の
共
有
や
掃
除
、
地
域
を

数
十
人
で
見
回
り
す
る
防
犯
活
動
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
よ
っ
て
自
主
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。

（
３
） 
避
難
者
の
属
性

地
震
直
後
の
昼
間
に
人
々
が
避
難
し
て
い
た
場

所
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
ナ
グ
バ
ハ
ル
に

避
難
し
て
い
た
人
々
は
、
ナ
グ
バ
ハ
ル
の
中
央
の

緑
地
に
集
ま
っ
た
集
団
と
、
ヒ
テ
ィ
の
周
り
に
集

ま
っ
た
集
団
の
２
つ
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。
ナ
グ
バ
ハ
ル
の
中
央
の
緑
地
に
は
、

ナ
グ
バ
ハ
ル
の
中
庭
を
中
心
と
し
て
生
活
し
て
い

る
住
民
が
避
難
し
た
の
に
対
し
、
ク
テ
ィ
バ
ハ
ル

と
ヒ
テ
ィ
の
周
り
に
は
、
ク
テ
ィ
バ
ハ
ル
の
住
民

と
北
東
方
面
の
通
路
か
ら
流
入
し
て
き
た
外
部
の

住
民
も
避
難
し
て
き
て
い
た
（
図
４
、
図
６
）。

（
４
）  

イ
ラ
ナ
ニ
の
中
庭
に
お
け
る
普
段
の
状
況

と
の
比
較

イ
ラ
ナ
ニ
の
中
庭
に
関
し
て
は
、
サ
キ
ャ
ら
10 )

の
既
往
研
究
に
よ
っ
て
地
震
以
前
の
普
段
の
様
子

や
居
住
者
の
人
数
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
イ

ラ
ナ
ニ
は
、
ク
ワ
バ
ハ
と
サ
ス
ナ
ニ
と
い
っ
た
２

つ
の
中
庭
に
近
接
し
て
お
り
、
お
互
い
の
中
庭
が

ア
ク
セ
ス
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ク
ワ
バ
ハ
は
僧

院
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
僧
院
に
は
決
ま
っ
た
居
住

者
は
い
な
い
。

イ
ラ
ナ
ニ
周
辺
の
居
住
者
は
既
往
研
究
に
よ
り

１
９
３
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、
本
震
時
・
余
震
時
と
も
に
イ
ラ
ナ
ニ
に

避
難
し
た
人
数
は
４
０
０
か
ら
４
５
０
人
で
あ
る

こ
と
が
回
答
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら
、

イ
ラ
ナ
ニ
に
は
イ
ラ
ナ
ニ
や
サ
ス
ナ
ニ
の
居
住
者

だ
け
で
な
く
、
外
部
の
住
民
も
避
難
し
て
き
て
い

た
と
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
、
イ
ラ
ナ
ニ
の
中
庭
の
中
央
部
に
あ
る
緑

地
で
は
、
平
常
時
に
は
特
定
の
活
動
が
行
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
が
、
地
震
時
に
は
そ
こ
に
避
難
し
、

そ
の
後
も
一
定
期
間
内
は
緑
地
で
活
動
を
行
っ
て

い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
（
図
７
）。

課
題
点
と
し
て
、
中
庭
の
ス
ペ
ー
ス
の
狭
さ
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
他
の
中
庭
に
く
ら
べ
て
避
難

可
能
な
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

（
５
） 

中
庭
で
の
そ
の
他
の
活
動

地
震
後
に
あ
っ
て
も
、
会
話
や
情
報
交
換
な
ど

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
、
経
を
唱
え
る
な
ど

の
礼
拝
行
動
は
継
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

表1 集団ヒアリングの結果（コメント）

図8 地震時いた場所N=48
　　（本震時）

図9 地震時いた場所N=48
　　（余震時）

図10 避難した場所N=37
　　 （本震時）

図11 避難した場所N=26
　　 （余震時）

図12 避難生活解消のタイミング
　　 N=21（本震時）

図13 避難生活解消のタイミング
　　 N=15（余震時）

図7 普段の利用との対比（イラナニ）

(一社)京都府建築士会
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５ 

個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果

（
１
） 
地
震
時
に
い
た
場
所

図
８
、
図
９
に
地
震
時
と
余
震
時
に
回
答
者
が

い
た
場
所
を
示
す
。
図
よ
り
、
本
震
時
は
休
日
の

正
午
前
で
あ
っ
た
た
め
に
、
家
で
過
ご
し
て
い
た

住
民
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
よ
そ
一
月

後
の
余
震
時
は
本
震
の
時
よ
り
も
い
た
場
所
に
ば

ら
つ
き
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
本
震
か
ら
の
避

難
生
活
が
あ
る
程
度
解
消
し
た
平
日
で
あ
っ
た
こ

と
が
影
響
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
） 

避
難
し
た
場
所

本
震
時
あ
る
い
は
余
震
時
に
、
家
に
い
た
と
回

答
し
た
住
民
を
抽
出
し
、
避
難
し
た
場
所
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
図
10
、図
11
に
整
理
し
た
。
図
よ
り
、

N
akabahil

やA
kibahal

と
い
っ
た
域
外
の
中
庭

や
、T

apahiti

と
い
う
外
部
の
ヒ
テ
ィ
に
避
難
し

た
住
民
も
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（
図
14
、
図

15
）。

（
３
） 

避
難
生
活
解
消
の
タ
イ
ミ
ン
グ 

本
震
発
生
後
、
ナ
グ
バ
ハ
ル
で
避
難
生
活
を
送

っ
て
い
た
住
民
が
自
分
の
家
に
戻
り
生
活
す
る
ま

で
に
要
し
た
期
間
を
図
12
、図
13
に
示
す
。
な
お
、

回
答
が
不
明
な
も
の
は
除
く
。

図
よ
り
、
１
週
間
以
内
に
自
分
の
家
に
戻
り
生

活
を
再
開
し
た
住
民
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
当
該
地
域
の
建
物
被
害
が
比
較
的

軽
微
で
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

（
４
） 

避
難
場
所
の
選
択

人
々
は
自
分
の
住
居
に
直
接
隣
接
し
て
い
る
比

較
的
小
さ
な
中
庭
で
は
な
く
、
ナ
グ
バ
ハ
ル
や
そ

の
他
の
比
較
的
大
き
な
中
庭
ま
で
避
難
し
、
生
活

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
街
区
の
西
側
で
ナ
グ
バ

ハ
ル
か
ら
比
較
的
遠
い
場
所
に
住
む
住
民
は

N
akabahil

へ
、
街
区
の
北
側
で
ナ
グ
バ
ハ
ル
か

ら
比
較
的
遠
い
場
所
に
住
む
住
民
はA

kibahal

やT
apahiti

へ
避
難
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
住

居
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
場
所
に
避
難
す
る
傾

向
に
あ
っ
た
（
図
14
、
図
15
）。
住
居
に
戻
る
タ

イ
ミ
ン
グ
や
避
難
生
活
の
期
間
な
ど
と
住
居
の
位

置
の
関
係
性
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ナ
グ
バ
ハ
ル

で
は
ヒ
テ
ィ
に
面
し
た
集
会
所
（
旧
学
校
）
が
シ

ェ
ル
タ
ー
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か

に
な
っ
た
。

（
５
） 

住
民
に
よ
り
挙
げ
ら
れ
た
問
題
点

地
震
後
何
が
一
番
問
題
で
あ
っ
た
か
と
い
う
質

問
に
対
し
て
、
約
76
％
（
N
＝
49
）
の
住
民
が
家

の
修
理
の
問
題
を
挙
げ
て
お
り
、
住
民
の
多
く
は

建
物
に
一
定
の
被
害
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
住
居
を
建
て
直
す
際
に
は
、
低
層
階
の

住
居
を
建
て
た
い
と
の
回
答
も
み
ら
れ
た
。

一
方
で
、
プ
ラ
ス
に
評
価
で
き
る
点
は
あ
っ
た

か
と
い
う
問
い
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
や
隣
人

と
の
協
力
が
挙
げ
ら
れ
た
。
今
ま
で
隣
人
の
顔
す

ら
認
知
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
地
震
後
に
親
し
く

な
っ
た
と
い
う
回
答
も
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
隣
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
協
力
し
な
が

ら
避
難
生
活
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

６ 

ま
と
め
と
考
察

研
究
対
象
地
域
内
の
ナ
グ
バ
ハ
ル
と
イ
ラ
ナ
ニ

の
中
庭
で
は
テ
ン
ト
生
活
が
営
ま
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
主
体
と
な
り
炊
き
出
し
や
掃
除
、
寄
付
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。
都

市
化
や
人
口
流
入
に
よ
る
人
間
関
係
の
希
薄
化
が

進
も
う
と
し
て
い
る
現
代
に
お
い
て
も
、
伝
統
的

な
中
庭
空
間
を
中
心
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

動
に
よ
っ
て
避
難
生
活
が
支
え
ら
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
ナ
グ
バ
ハ
ル
と
ク
テ
ィ
バ
ハ
ル
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
一
体
と
な
っ
て
炊
き
出
し
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
非
常
時
に
は
別
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
も
可
能
な
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

イ
ラ
ナ
ニ
で
は
普
段
の
生
活
で
あ
ま
り
利
用
さ

れ
な
い
中
央
の
緑
地
が
避
難
場
所
と
し
て
利
用

さ
れ
た
が
、
イ
ラ
ナ
ニ
に
は
多
数
の
外
部
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
住
民
も
避
難
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
、
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
こ
と
が
問
題
と

な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
対
象
地
域
の
外
に
あ
る
、

N
akabahil

やA
kibahal

と
い
っ
た
中
庭
や

T
apahiti

（
ヒ
テ
ィ
）
に
避
難
し
た
住
民
も
確
認

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
よ
り
広
域
を
視

野
に
入
れ
た
中
庭
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
を

考
慮
し
た
防
災
・
避
難
計
画
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
。ク

テ
ィ
バ
ハ
ル
は
他
の
中
庭
に
比
べ
る
と
避
難

者
数
が
少
な
い
。
こ
れ
は
、
ク
テ
ィ
バ
ハ
ル
が
細

長
い
中
庭
の
た
め
、
住
民
は
そ
こ
で
生
活
を
す
る

こ
と
に
不
安
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
要
因
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ク
テ
ィ
バ
ハ
ル
で
は
、

避
難
場
所
と
し
て
の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
回
答
者
の
半
数
以

上
が
住
居
の
修
理
を
問
題
と
し
て
挙
げ
て
い
る

が
、性
急
に
見
か
け
の
安
全
性
を
求
め
る
あ
ま
り
、

歴
史
や
伝
統
に
配
慮
の
な
い
改
築
や
補
修
が
横
行

し
、
対
象
地
区
の
歴
史
的
街
並
み
が
損
な
わ
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

今
後
は
、
イ
ラ
ナ
ニ
や
ク
テ
ィ
バ
ハ
ル
の
住
民

に
も
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
ナ
グ
バ
ハ
ル
の
中
庭
と
ク
テ
ィ
バ
ハ

ル
の
中
庭
に
関
し
て
は
、
平
常
時
の
利
用
実
態
や

居
住
者
数
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ

ら
を
明
ら
か
に
す
る
。
併
せ
て
平
常
時
と
地
震
時

の
利
用
実
態
の
比
較
も
行
う
こ
と
で
、
災
害
安
全

の
面
か
ら
も
文
化
的
価
値
保
全
の
面
か
ら
も
、
守

る
べ
き
伝
統
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
抽
出
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
避

難
行
動
に
至
っ
た
理
由
に
つ
い
て
も
詳
し
く
把
握

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

謝
辞
／
本
稿
の
成
果
は
、
平
成
27
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
特
別
研
究
促
進
費
「
２
０
１
５
年
ネ
パ
ー
ル

地
震
と
地
震
災
害
に
関
す
る
総
合
調
査
」（
代
表
／

矢
田
部
龍
一
）
お
よ
び
、
平
成
27
年
国
際
緊
急
共
同

研
究
・
調
査
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（J-RA

PID

）「
ネ

パ
ー
ル
大
地
震
に
よ
る
歴
史
的
建
造
物
被
害
調
査
に

基
づ
く
脆
弱
性
再
評
価
と
耐
震
補
強
法
の
検
討
」（
代

表
／
清
野
純
史
）
に
よ
る
も
の
で
す
。
記
し
て
謝
意

を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
現
地
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

や
翻
訳
作
業
な
ど
に
多
大
な
時
間
を
費
や
し
て
く
だ

さ
っ
たSarina

氏
、Padm

a

氏
、Chandani

氏
、

Sunil

氏
を
含
め
す
べ
て
の
現
地
協
力
者
の
方
々
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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特　集

京都市先斗町における初期消火能力と改善提案
─消火器配備の取り組みを地域単位で評価する─

大窪健之
立命館大学 教授　
理工学部環境都市工学科

杉山貴教
阪神高速道路㈱

金 度源
立命館大学 准教授
衣笠総合研究機構

林 倫子
関西大学 准教授　
環境都市工学部 都市システム工学科

１ 

は
じ
め
に

京
都
は
日
本
有
数
の
伝
統
的
町
並
み
を
多
く
有

す
る
歴
史
都
市
で
あ
る
。
京
都
五
花
街
も
木
造
密

集
市
街
地
と
な
っ
て
お
り
、
京
都
を
代
表
す
る
歴

史
的
町
並
み
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

一
般
的
に
木
造
建
築
と
細
街
路
が
混
在
す
る
木
造

密
集
市
街
地
は
火
災
に
弱
い
と
さ
れ
て
お
り
、
万

一
初
期
消
火
に
失
敗
し
延
焼
に
発
展
す
る
と
大
き

な
被
害
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
地
区

レ
ベ
ル
で
の
防
火
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

京
都
ら
し
い
風
情
の
あ
る
木
造
密
集
地
と
路
地
の

都
市
景
観
が
持
つ
歴
史
的
価
値
や
経
済
効
果
を
考

え
る
と
、
大
規
模
修
繕
や
改
築
な
ど
は
望
ま
し
い

対
策
と
は
言
い
に
く
い
。
京
都
ら
し
い
都
市
景
観

を
保
全
し
つ
つ
、
そ
の
地
区
の
防
火
性
を
高
め
る

た
め
に
は
、
火
災
危
険
性
を
評
価
し
、
そ
の
地
区

特
有
の
消
火
活
動
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
調
査
し
た

上
で
、
地
区
の
特
色
を
利
用
し
た
火
災
対
策
案
を

作
成
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
松
井
ら
の
研
究
1）

で
は
、
京
都
五
花
街
の
一
つ
で
あ
る
花
街
先
斗
町

を
事
例
と
し
、
先
斗
町
に
お
け
る
茶
屋
街
か
ら
飲

食
店
街
へ
の
土
地
利
用
転
換
が
行
な
わ
れ
た
こ
と

に
よ
る
火
災
危
険
性
の
変
化
か
ら
、
火
災
発
生
し

や
す
い
区
域
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、

お
茶
屋
の
数
量
的
変
化
の
観
点
か
ら
の
火
災
危
険

性
評
価
で
あ
り
、
消
火
設
備
や
、
人
通
り
の
変
化

な
ど
先
斗
町
の
特
性
を
考
慮
し
た
評
価
が
行
わ
れ

て
お
ら
ず
、
火
災
対
策
も
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

火
災
危
険
性
が
高
ま
る
歴
史
的
町
並
み
を
火
災
か

ら
守
る
た
め
に
も
、
詳
細
な
火
災
危
険
性
評
価
と

そ
の
火
災
対
策
が
必
要
と
な
る
。

本
研
究
で
は
、
京
都
の
歴
史
的
な
町
並
み
を
有

す
る
地
区
の
一
つ
花
街
・
先
斗
町
を
対
象
地
と
し
、

火
災
履
歴
調
査
を
通
し
た
先
斗
町
特
有
の
空
間
特

性
と
、
地
域
に
お
け
る
消
火
器
配
備
の
取
り
組
み

を
考
慮
し
た
火
災
危
険
性
の
評
価
を
行
い
、
得
ら

れ
た
評
価
を
基
に
改
善
に
資
す
る
対
策
提
案
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
先
斗
町
は
三
条
通
と
四

条
通
の
間
を
南
北
に
延
び
る
「
先
斗
町
通
」
と
、

先
斗
町
通
と
そ
の
西
側
の
木
屋
町
通
を
結
ぶ
複
数

の
「
路
地
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
歴
史
的
市
街

地
で
、
お
茶
屋
を
起
源
と
す
る
多
く
の
木
造
建
築

が
建
ち
並
ぶ
木
造
密
集
市
街
地
で
も
あ
る
。
地
区

住
民
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
組
織

「
先
斗
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
に
お
い
て
も
、

路
地
内
の
消
火
器
の
共
同
購
入
の
議
論
が
な
さ
れ

る
な
ど
防
火
に
対
す
る
関
心
が
高
く
、
本
研
究
の

事
例
対
象
地
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
。

２  

先
斗
町
に
お
け
る
初
期
消
火 

の
重
要
性
に
つ
い
て

（
１
） 

先
斗
町
の
火
災
履
歴
調
査
に
つ
い
て

松
井
ら
の
研
究
1）
よ
り
、
お
茶
屋
か
ら
飲
食
店

へ
の
土
地
利
用
転
換
が
進
ん
だ
昭
和
28
年
以
降
に

起
こ
っ
た
火
災
を
把
握
す
る
た
め
、京
都
新
聞（
Ｓ

43
〜
Ｓ
53
）
お
よ
び
地
域
住
民
へ
の
聞
き
取
り
に

よ
る
調
査
を
行
っ
た
。

判
明
し
た
火
災
に
つ
い
て
表
１
に
記
す
。

（
２
） 

火
災
履
歴
調
査
結
果
と
考
察

表
１
の
被
害
状
況
か
ら
は
、
先
斗
町
で
は
空
間

特
性
上
、
火
災
が
一
度
起
き
れ
ば
延
焼
火
災
に
発

展
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ま
た
火
災
発
生
時
間
に
つ
い
て
は
夜
の
人
が
多
い

時
間
、
明
け
方
の
人
が
少
な
い
時
間
な
ど
特
に
時

間
帯
に
よ
ら
ず
火
災
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

ま
た
、
住
民
に
お
け
る
初
期
消
火
活
動
が
成
功

し
た
事
例
と
、
成
功
で
き
な
か
っ
た
事
例
に
つ
い

て
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
以
下
に
代
表

的
な
事
例
に
つ
い
て
示
す
。

a
） 

初
期
消
火
失
敗
事
例
に
つ
い
て

火
元 「
Ｃ
」

・
出
火
原
因
／
煙
草
の
不
始
末
に
よ
る
引
火
。

・ 

初
期
消
火
活
動
に
つ
い
て
／
火
事
の
騒
ぎ
を
聞

き
つ
け
、
周
辺
住
民
が
屋
外
設
置
消
火
器
や
他

店
舗
の
消
火
器
を
持
ち
寄
り
消
火
活
動
に
当
た

ろ
う
と
し
た
が
、
既
に
延
焼
が
始
ま
っ
て
お
り
、

火
の
勢
い
が
強
く
近
づ
く
こ
と
も
で
き
な
か
っ

た
。

火
元 「
Ｈ
」

・ 

出
火
原
因
／
炭
を
大
量
に
加
熱
し
た
こ
と
に
よ

り
、
上
が
っ
た
火
柱
が
換
気
ダ
ク
ト
を
通
し
て
、

ダ
ク
ト
内
の
油
に
引
火
。

・ 

初
期
消
火
活
動
に
つ
い
て
／
店
長
が
最
初
に
消

火
器
を
か
け
た
。
店
内
の
消
火
器
は
１
階
２
階

に
１
個
ず
つ
だ
っ
た
た
め
、
火
災
に
は
一
本
で

対
応
。
黒
煙
が
せ
ま
っ
て
き
て
、
一
歩
ず
つ
下

が
り
な
が
ら
消
火
器
を
か
け
た
が
消
火
は
で
き

な
か
っ
た
。
消
防
曰
く
、
消
火
器
を
数
本
多
く

使
用
し
て
い
れ
ば
被
害
を
防
げ
た
の
で
は
な
い

か
と
の
こ
と
。

b
） 

初
期
消
火
成
功
事
例
に
つ
い
て

火
元「
Ｇ
」　

・ 

出
火
原
因
／
油
を
ひ
い
た
フ
ラ
イ
パ
ン
を
加
熱

し
過
ぎ
、
そ
こ
に
水
が
入
っ
て
し
ま
い
、
火
柱

が
あ
が
る
。
コ
ン
ロ
上
部
に
あ
る
換
気
扇
に
火

柱
が
吸
い
込
ま
れ
る
。
ダ
ク
ト
内
に
溜
ま
っ
て

い
た
汚
れ
に
引
火
。

・ 

初
期
消
火
活
動
に
つ
い
て
／
ダ
ク
ト
に
火
が
上

が
っ
た
瞬
間
に
厨
房
設
置
の
消
火
器
を
使
用
し
、

ダ
ク
ト
内
に
噴
射
。
し
か
し
、
ダ
ク
ト
奥
に
は

届
か
な
か
っ
た
た
め
消
防
に
通
報
。
延
焼
被
害

な
し
。

c
） 

事
例
か
ら
導
か
れ
る
こ
と

以
上
の
聞
き
取
り
調
査
結
果
よ
り
、
初
期
消
火

が
成
功
し
た
事
例
か
ら
は
、
火
災
覚
知
が
早
く
、

消
火
器
に
よ
る
迅
速
な
初
期
消
火
活
動
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
大
き
な
成
功
要
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
。
失
敗
し
た
事
例
か
ら
は
、
火
災
覚
知
が
遅

く
、
消
火
器
の
収
集
個
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が

要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
延
焼
ス
ピ
ー
ド
が
速

い
こ
の
地
区
は
、
消
火
器
等
に
よ
る
地
域
住
民
に

よ
る
初
期
消
火
が
特
に
重
要
と
な
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

(一社)京都府建築士会
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３ 

初
期
消
火
能
力
の
評
価

火
災
履
歴
調
査
の
結
果
を
受
け
て
、
ま
ず
地
域

に
お
け
る
初
期
消
火
能
力
の
評
価
方
法
を
検
討
し
、

先
斗
町
内
で
の
初
期
消
火
能
力
の
現
状
を
明
ら
か

す
る
こ
と
と
し
た
。

（
１
） 

初
期
消
火
能
力
の
評
価
方
法

金
井
ら
5）
の
論
文
で
は
、
地
域
の
初
期
消
火
能

力
の
評
価
に
関
し
て
、
消
火
器
に
よ
る
消
火
確
率

を
10
分
以
内
に
大
型
消
火
器
を
５
本
集
め
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
（
家
庭
用
の
小
型
消
火
器
は
３
本
で

大
型
１
本
と
す
る
）
１
火
点
消
火
可
能
と
し
、
消

火
器
が
火
点
に
集
結
す
る
確
率
を
F
と
し
て
点
数

評
価
し
て
い
る
。
こ
の
簡
便
式
は
京
都
市
消
防
局

が
発
行
し
て
い
る
、
地
域
防
災
力
の
要
素
及
び
係

数
化
に
関
す
る
業
務
報
告
書
〜
防
災
カ
ル
テ
に
よ

る
地
域
安
心
度
診
断
事
業
6）
に
お
い
て
定
義
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
本
研
究
で
は
こ
の
評
価
方

法
を
参
考
に
地
域
の
初
期
消
火
能
力
の
評
価
を
行

う
。

a
） 

消
火
器
の
収
集
時
間
に
つ
い
て

金
井
ら
5）
の
論
文
で
は
消
火
器
の
収
集
時
間
を

10
分
と
し
て
い
る
が
、
本
研
究
で
対
象
と
し
て
い

る
先
斗
町
は
木
造
密
集
市
街
地
で
あ
り
、
ま
た
初

期
消
火
は
、
出
火
し
た
時
点
か
ら
２
分
前
後
で
平

面
上
の
火
種
が
壁
な
ど
に
移
り
、
天
井
に
火
が
ま

わ
る
こ
と
で
不
可
能
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
7）

。

上
記
２
点
を
踏
ま
え
、
本
研
究
で
は
延
焼
被
害
を

最
小
限
に
食
い
と
ど
め
る
た
め
に
、
出
火
か
ら
２

分
以
内
に
消
火
器
を
出
火
点
に
集
め
る
こ
と
を
初

期
消
火
の
必
要
条
件
と
し
た
。

b
） 

消
火
器
の
能
力
に
つ
い
て

大
型
消
火
器
は
A
火
災
で
10
以
上
の
能
力
単
位

を
持
つ
も
の
を
指
す
8）

。
し
か
し
先
斗
町
に
配
備

さ
れ
て
い
る
屋
外
消
火
器
、
店
舗
内
の
消
火
器
は

ほ
と
ん
ど
が
10
型
（
A
火
災
で
３
の
能
力
単
位
）

で
あ
り
、
店
舗
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消
火
器
に

つ
い
て
も
10
型
の
消
火
器
（
以
下
小
型
消
火
器
と

す
る
）
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
大
型
消
火
器
は
０

で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
先
斗
町
の
場
合
に
は
、
小
型

消
火
器
を
２
分
以
内
に
15
本
の
消
火
器
を
集
め
る

こ
と
を
初
期
消
火
活
動
の
目
標
と
し
た
。

c
） 

消
火
器
の
収
集
可
能
範
囲
に
つ
い
て

金
井
ら
の
論
文
5）
で
は
、
消
火
器
の
取
り
出
し

作
業
に
１
分
か
か
る
と
設
定
し
て
い
る
の
で
、
残

り
の
１
分
間
で
取
り
に
行
け
る
範
囲
の
消
火
器
が

使
用
可
能
な
消
火
器
と
な
る
。
歩
行
速
度
は
防
災

対
策
を
検
討
す
る
上
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
60
ｍ
／

分
9）
と
し
、
出
火
点
か
ら
１
分
間
で
往
復
で
き
る

片
道
30
ｍ
の
距
離
内
に
含
ま
れ
る
小
型
消
火
器
の

個
数
が
15
個
以
上
あ
れ
ば
消
火
可
能
と
な
る
。
し

か
し
先
斗
町
は
東
西
南
北
に
路
地
が
張
り
巡
ら
さ

れ
て
い
る
た
め
、
よ
り
正
確
な
消
火
器
収
集
範
囲

を
算
出
す
る
に
は
道
の
折
れ
曲
が
り
を
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
消
火
器
の
収
集
可
能

範
囲
を
図
３
の
よ
う
な
半
径
ｒ
＝
30
ｍ
×
√
2
の

円
と
し
て
考
え
る
こ
と
と
し
た
。
収
集
対
象
と
な

る
消
火
器
の
内
訳
と
し
て
は
「
出
火
点
の
店
舗
内

の
消
火
器
＋
屋
外
設
置
消
火
器
＋
円
内
の
店
舗
の

玄
関
先
の
消
火
器
と
す
る
。

d
） 

評
価
対
象
範
囲
に
つ
い
て

本
研
究
の
対
象
範
囲
は
、
図
４
の
先
斗
町
界
わ

い
景
観
整
備
地
区
界
わ
い
景
観
整
備
計
画
10）
に
基

づ
き
設
定
し
た
。
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
地
区

の
範
囲
は
、
南
北
は
三
条
通
り
南
か
ら
四
条
通
り

ま
で
、
東
は
鴨
川
ま
で
、
西
は
先
斗
町
通
り
か
ら

20
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
の
約
２
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

及
ぶ
地
域
で
あ
り
、
先
斗
町
通
り
沿
い
を
中
心
と

す
る
「
先
斗
町
通
地
区
」
と
そ
れ
以
外
の
「
一
般

地
区
」
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
「
先

斗
町
通
地
区
」
の
範
囲
内
の
店
舗
を
対
象
と
し
評

価
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

（
２
） 
消
火
器
の
配
備
に
関
す
る

　
　

 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

本
研
究
で
は
店
舗
一
軒
一
軒
ご
と
の
初
期
消
火

能
力
が
評
価
に
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、
消
火
器

の
個
数
を
把
握
す
る
た
め
に
、
先
斗
町
内
の
対
象

範
囲
に
含
ま
れ
る
す
べ
て
の
店
舗
に
対
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

a
） 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
概
要

・ 

調
査
対
象
／
先
斗
町
・
木
屋
町
の
対
象
範
囲
内

の
お
茶
屋
・
飲
食
店
・
物
販
店　
３
９
５
戸

・ 

目　
　
的
／
先
斗
町
に
お
け
る
各
店
舗
の
利
用

形
態
、
消
火
器
の
個
数（
設
置
場
所
）、
店
舗
内

の
人
数
、
防
災
訓
練
の
参
加
の
有
無
、
を
把
握

す
る
た
め
。

・
回
収
部
数
／
１
２
３
部（
回
収
率
31
・
１
％
）

b
） 

ア
ン
ケ
ー
ト
未
回
収
店
舗
の

　
　
消
火
器
の
想
定
個
数

ア
ン
ケ
ー
ト
が
回
収
で
き
な
か
っ
た
店
舗
の
消

火
器
の
想
定
個
数
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
か
ら
得
ら
れ
た
消
火
器
の
個
数
と
店
舗
の
床
面

積
の
割
合
か
ら
算
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
ア
ン
ケ

ー
ト
回
答
済
み
の
店
舗
の
消
火
器
個
数
と
床
面
積

の
関
係
は
表
２
の
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
消
火
器

の
想
定
設
置
個
数
は
安
全
側
に
考
え
て
表
３
の
よ

う
に
設
定
し
た
。

な
お
床
面
積
が
２
０
１
㎡
以
上
の
店
舗
に
関
し

て
は
、
１
つ
の
店
舗
が
床
面
積
９
６
０
㎡
に
対
し

て
消
火
器
を
22
本
配
備
し
て
お
り
大
き
く
平
均
を

上
げ
て
い
た
。
そ
の
店
舗
を
除
く
床
面
積
２
０
１

㎡
以
上
の
店
舗
の
平
均
個
数
は
３
・
６
２
本
と
な

っ
て
い
た
た
め
、
床
面
積
２
０
１
㎡
以
上
の
店
舗

の
消
火
器
個
数
は
安
全
側
に
見
て
３
本
と
し
て
い

る
。
消
火
器
の
設
置
場
所
の
想
定
に
つ
い
て
は
、

調
査
結
果
よ
り
最
も
多
か
っ
た
「
厨
房
」
と
、
こ

れ
に
次
い
で
多
か
っ
た
「
客
席
」
に
一
本
ず
つ
配

置
し
て
い
る
と
考
え
、
消
火
器
配
備
の
想
定
数
が

２
本
の
場
合
は
「
玄
関
先
」
に
は
設
置
さ
れ
て
い

な
い
も
の
と
考
え
る
こ
と
と
し
た
。

（
３
） 

初
期
消
火
能
力
の
評
価
結
果

対
象
範
囲
内
の
全
て
の
店
舗
に
対
し
初
期
消
火

能
力
（
２
分
以
内
に
収
集
す
る
こ
と
の
で
き
る
小

型
消
火
器
の
本
数
）
の
評
価
を
行
っ
た
。
先
斗
町

全
域
の
初
期
消
火
可
能
率
（
目
標
と
な
る
15
本
を

１
０
０
％
と
し
た
場
合
の
割
合
）
の
平
均
は
53
％

（
平
均
消
火
器
収
集
個
数
は
８
・１
本
）
で
あ
っ
た
。

初
期
消
火
可
能
率
が
平
均
を
下
回
る
店
舗
が
集
中

す
る
エ
リ
ア
の
分
布
状
況
は
図
５
の
よ
う
に
な
っ

た
。
初
期
消
火
可
能
率
が
平
均
よ
り
低
い
地
域
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
以
下
の
地
域
と
な
っ
た
。

� �  
� �  � �  

表1　昭和28年以降の先斗町における火災履歴

表2　床面積と平均消火器個数表3 未調査店における
 消火器想定設置個数図4　先斗町界隈景観整備地区の範囲

図3　消火器の収集範囲
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・
橋
下
町
北
側
・
材
木
町
北
側
エ
リ
ア

　
（
建
物
番
号
／
１
〜
９
、
50
〜
52
）

・
材
木
町
中
間
エ
リ
ア（
16
〜
26
）

・
下
樵
木
町　
先
斗
町
公
園
南
側
エ
リ
ア

　
（
89
〜
93
）

・
梅
之
木
町　
先
斗
町
公
園
南
側
エ
リ
ア

　
（
1
6
5
〜
1
6
8
）

・
鍋
屋
町
中
間
エ
リ
ア

　
（
1
4
6
〜
1
5
2
、
1
9
0
〜
1
9
6
）

４  

初
期
消
火
能
力
向
上
へ
の 

改
善
案
の
検
討

前
章
で
挙
げ
ら
れ
た
初
期
消
火
可
能
率
が
平
均

を
下
回
る
エ
リ
ア
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
を
平
均
以

上
に
引
き
上
げ
る
た
め
の
改
善
策
に
つ
い
て
、
個

別
に
検
討
を
行
う
。

（
１
）  

橋
下
町
北
側
・
材
木
町
北
側
エ
リ
ア

（
建
物
番
号
：
1
〜
9
、
50
〜
52
）　

こ
の
エ
リ
ア
の
平
均
消
火
器
収
集
個
数
は
４
・

８
本
で
、
初
期
消
火
可
能
率
は
32
％
で
あ
っ
た
。

先
斗
町
歌
舞
練
場
に
は
33
個
の
消
火
器
が
設
置

さ
れ
て
い
る
た
め
、
歌
舞
練
場
の
玄
関
先
に
設
置

し
て
い
る
消
火
器
の
個
数
を
増
や
す
こ
と
で
、
初

期
消
火
能
力
の
低
い
店
舗
の
消
火
器
収
集
個
数
を

補
え
る
こ
と
が
図
６
か
ら
わ
か
る
。（
円
内
が
消

火
器
収
集
可
能
範
囲
）

歌
舞
練
場
の
玄
関
先
設
置
消
火
器
個
数
を
４
個

増
や
す
こ
と
で
、
こ
の
エ
リ
ア
の
初
期
消
火
可
能

率
を
59
％
に
上
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

（
２
） 

材
木
町
中
間
エ
リ
ア
（
16
〜
26
）　

こ
の
エ
リ
ア
の
平
均
消
火
器
収
集
個
数
は
５
・

８
本
で
、
初
期
消
火
可
能
率
は
38
％
で
あ
っ
た
。

屋
外
設
置
消
火
器
を
図
７
の
位
置
に
新
た
に
３

個
（
赤
丸
部
）
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
エ
リ

ア
の
初
期
消
火
可
能
率
が
54
％
に
上
げ
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。

（
３
）  

下
樵
木
町
先
斗
町
公
園
南
側
エ
リ
ア
お
よ

び
梅
之
木
町
先
斗
町
公
園
南
側
エ
リ
ア

（
89
〜
93
、
1
6
5
〜
1
6
8
）

こ
の
エ
リ
ア
の
平
均
消
火
器
収
集
個
数
は
４
・

５
本
で
、
初
期
消
火
可
能
率
は
30
％
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
先
斗
町
公
園
の
南
側（
図
８
赤
丸
部
）

に
屋
外
設
置
消
火
器
を
設
置
し
た
防
災
倉
庫
等
を

設
け
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
最
低
４
本
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
エ
リ
ア
の
平
均
消
火
器
個

数
は
８
・
５
本
と
な
り
、
初
期
消
火
率
を
57
％
に

上
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

（
４
）  

鍋
屋
町
中
間
エ
リ
ア

（
1
4
6
〜
1
5
2
、
1
9
0
〜
1
9
6
）

こ
の
エ
リ
ア
の
平
均
消
火
器
収
集
個
数
は
６
本

で
、
初
期
消
火
可
能
率
は
40
％
で
あ
っ
た
。

竹
村
家
橋
跡
（
建
物
番
号
１
９
２
〜
１
９
３
の

間
）
に
は
空
地
が
あ
る
た
め
、
消
火
器
を
複
数
個

置
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

竹
村
家
橋
跡
に
消
火
器
を
設
置
す
る
と
、
消
火

器
収
集
範
囲
と
し
て
は
図
９
上
側
の
円
内
の
範
囲

と
な
り
、
初
期
消
火
可
能
率
が
低
い
１
９
６
〜
１

９
７
の
店
舗
は
こ
の
収
集
範
囲
に
は
含
ま
れ
な
い
。

竹
村
家
橋
跡
に
置
い
た
消
火
器
の
有
効
範
囲
内
の

平
均
消
火
器
収
集
本
数
は
６
本
で
あ
る
た
め
、
先

斗
町
全
体
の
初
期
消
火
可
能
率
を
上
回
る
た
め
に

は
、
３
本
の
屋
外
消
火
器
を
増
設
す
る
必
要
が
あ

る
。
１
９
６
〜
１
９
７
の
店
舗
に
関
し
て
は
、
平

均
消
火
器
収
集
本
数
は
６
・
５
本
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
図
９
中
の
下
側
二
か
所
の
赤
丸
位
置
に
そ
れ

ぞ
れ
一
本
ず
つ
の
消
火
器
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
１
９
６
〜
１
９
７
の
初
期
消
火
可
能
率
は

56
・
５
％
と
な
り
、
平
均
の
初
期
消
火
可
能
率
を

上
回
る
こ
と
が
で
き
る
。

結
果
と
し
て
鍋
屋
町
中
間
エ
リ
ア
の
初
期
消
火

可
能
率
を
63
％
に
上
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

（
５
）  

改
善
後
の
先
斗
町
全
域
の

初
期
消
火
能
力
評
価
に
つ
い
て

上
述
の
よ
う
に
、
初
期
消
火
可
能
率
が
低
い
地

域
に
つ
い
て
最
小
限
の
消
火
器
の
適
所
配
置
を
検

討
し
た
。
こ
の
結
果
、
先
斗
町
全
域
で
計
16
本
の

消
火
器
を
増
設
す
る
こ
と
で
、
平
均
消
火
器
収
集

本
数
は
９
・
５
本
と
な
り
、
平
均
初
期
消
火
可
能

率
は
63
％
と
な
っ
た
。
消
火
器
増
設
後
の
初
期
消

火
能
力
評
価
を
図
10
に
示
す
。

（
６
）  

初
期
消
火
に
携
わ
る
人
の

時
間
帯
別
分
布
に
つ
い
て

一
方
で
、
先
斗
町
は
有
数
の
繁
華
街
で
も
あ
る

た
め
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
人
の
増
減
が
激
し
い
地

域
で
あ
る
。
昼
過
ぎ
〜
夜
10
時
半
頃
に
人
通
り
が

多
く
な
り
、
そ
れ
以
外
の
時
間
で
は
人
通
り
が
少

な
い
11）

。
人
が
多
い
場
合
は
火
災
発
見
や
初
期
消

火
活
動
な
ど
を
素
早
く
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
少
な
い
時
間
帯
で
は
後
手
に
回
っ

て
し
ま
い
、
延
焼
被
害
が
大
き
く
な
る
危
険
性
が

あ
る
。

そ
の
危
険
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
先
斗
町

の
店
舗
の
営
業
時
間
、
ま
た
人
が
居
住
し
て
い
る

家
屋
の
調
査
を
行
い
、
時
間
帯
別
の
人
口
分
布
状

況
を
把
握
し
た
。
そ
の
際
に
人
が
居
住
し
て
い
る

家
屋
、
お
茶
屋
に
つ
い
て
は
24
時
間
人
が
滞
在
し

て
い
る
と
考
え
た
。
結
果
は
以
下
の
図
11
〜
14
に

示
す
通
り
と
な
り
、
人
が
そ
の
時
間
帯
に
存
在
す

る
店
舗
に
つ
い
て
は
図
中
黄
色
で
示
し
て
い
る
。

時
間
帯
の
区
分
と
し
て
は
、
飲
食
店
の
営
業
時
間

帯
の
区
分
を
参
考
と
し
た
。

（ 

昼
／
10
時
〜
16
時　
夜
／
16
時
〜
23
時　

深
夜
／
23
時
〜
４
時　
朝
／
４
時
〜
10
時
）

先
斗
町
は
飲
食
店
が
多
い
た
め
、
夜
の
時
間
帯

に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
の
店
舗
に
人
が
居
る
状
況

と
な
る
。
し
か
し
、
朝
の
時
間
帯
に
関
し
て
は
、

営
業
し
て
い
る
店
舗
は
無
く
住
民
し
か
先
斗
町
に

存
在
し
な
い
。
特
に
橋
下
町
、
材
木
町
、
下
樵
木

町
の
エ
リ
ア
は
人
が
住
ん
で
い
る
家
屋
が
少
な
く
、

朝
の
時
間
帯
に
火
災
が
あ
っ
た
場
合
に
は
火
災
覚

知
に
時
間
が
か
か
る
と
と
も
に
、
初
期
消
火
の
際

の
人
手
不
足
な
ど
か
ら
、
初
期
消
火
活
動
に
大
き

く
影
響
が
出
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
昼
に
つ

い
て
は
材
木
町
北
側
、
橋
下
町
北
側
、
下
樵
木
町

中
間
の
エ
リ
ア
に
お
い
て
人
口
が
少
な
く
な
り
、

深
夜
に
つ
い
て
は
、
鍋
屋
町
、
若
松
町
北
側
・
南

側
、
下
樵
木
町
中
間
の
エ
リ
ア
に
お
い
て
人
口
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

図5　初期消火評価地図

図10　消火器増設後の初期消火能力評価
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５  

ま
と
め

（
１
） 

初
期
消
火
活
動
の
重
要
性
に
つ
い
て

火
災
履
歴
調
査
か
ら
は
、
木
造
密
集
市
街
地
で

あ
る
こ
と
か
ら
延
焼
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
火
災
覚

知
の
速
さ
や
、
住
民
に
よ
る
ス
ム
ー
ズ
な
初
期
消

火
活
動
と
消
火
設
備
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
初
期
消
火
活
動
の
成
功
事

例
と
失
敗
事
例
か
ら
消
火
器
に
よ
る
迅
速
な
初
期

消
火
活
動
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。

（
２
）  

初
期
消
火
能
力
の
評
価
と
改
善
案

に
つ
い
て

初
期
消
火
活
動
に
必
要
な
消
火
器
の
設
置
個
数

か
ら
、
エ
リ
ア
ご
と
の
初
期
消
火
能
力
の
評
価
を

行
っ
た
。結
果
と
し
て
は
、橋
下
町
北
側
、材
木
町

北
側
、材
木
町
中
間
、下
樵
木
町・先
斗
町
公
園
南
側
、

梅
之
木
町・先
斗
町
公
園
南
側
、鍋
屋
町
中
間
エ
リ

ア
が
消
火
器
の
収
集
可
能
率
が
低
く
、
火
災
発
生

の
際
に
初
期
消
火
が
間
に
合
わ
ず
、
延
焼
火
災
が

起
こ
り
や
す
い
地
域
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
消
火
器
の
適
所
配

置
を
検
討
し
た
結
果
、
先
斗
町
全
域
で
少
な
く
と

も
計
16
本
の
消
火
器
を
増
設
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
す
べ
て
の
エ
リ
ア
で
平
均
を
上
回
る
初
期
消

火
可
能
率
を
達
成
で
き
る
こ
と
を
示
せ
た
。
な
お

平
均
消
火
器
収
集
本
数
は
９
・
５
本
と
な
り
、
平

均
初
期
消
火
可
能
率
も
63
％
と
な
っ
た
。

し
か
し
先
斗
町
特
有
の
繁
華
街
と
し
て
の
土
地

利
用
形
態
か
ら
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
初
期
消
火

に
関
わ
れ
る
人
手
が
足
り
な
い
と
い
う
問
題
も
挙

げ
ら
れ
た
。
夜
の
時
間
帯
は
ほ
と
ん
ど
の
店
舗
が

営
業
し
て
い
る
た
め
人
手
が
多
い
状
態
に
あ
る
が
、

特
に
朝
の
時
間
帯
で
は
、
人
手
が
足
ら
ず
、
橋
下

町
、
材
木
町
、
下
樵
木
町
、
鍋
屋
町
エ
リ
ア
で
は

火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
ス
ム
ー
ズ
な
初
期
消
火

活
動
が
で
き
な
い
可
能
性
が
高
い
。

今
後
は
、訪
れ
る
観
光
客
ま
で
含
め
た
、初
期
消

火
活
動
の
担
い
手
の
確
保
も
重
要
な
課
題
と
な
る
。

謝
辞
／
本
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
先
斗
町
ま
ち

づ
く
り
協
議
会 

神
戸
啓 

様
、
金
田
祐
一 

様
、
ア
ン

ケ
ー
ト
回
収
の
際
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、
先

斗
町
こ
の
ま
ち
守
り
隊
の
皆
様
、
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
住
民
・
事
業
所
の
皆

様
に
は
多
く
の
ご
尽
力
と
貴
重
な
ご
意
見
等
を
賜
り

ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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図7　改善案②

図8　改善案③

図9　改善案④

図11　開店している店舗および住居の分布（朝）

図12　開店している店舗および住居の分布（昼）

図13　開店している店舗および住居の分布（夜）

図14　開店している店舗および住居の分布（深夜）
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特　集

京都市先斗町の来遊者を対象とした
災害時における避難上の課題

─伝統的景観を支える路地や階段等の既存空間の有効性について─
大窪健之
立命館大学 教授・工博

林田南実
日本工営㈱

金 度源
立命館大学准教授・工博

林 倫子
関西大学准教授・工博

１ 

は
じ
め
に

京
都
五
花
街
の
一
つ
で
あ
る
先
斗
町
は
、
三
条

通
と
四
条
通
の
間
を
南
北
に
延
び
る
先
斗
町
通
と

そ
の
西
側
の
木
屋
町
通
を
結
ぶ
複
数
の
路
地
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
歴
史
的
市
街
地
で
、
お
茶
屋
を

起
源
と
す
る
多
く
の
木
造
建
築
が
立
ち
並
ぶ
木
造

密
集
市
街
地
で
あ
る
。
先
斗
町
内
の
通
路
は
す
べ

て
道
幅
が
2.7
ｍ
以
下
の
細
街
路
と
路
地
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
戦
後
の
都
市
化
と
同
時
に
地
区
内
の

路
地
は
そ
の
数
が
減
少
し
て
お
り
1）

、
災
害
時
の

避
難
経
路
の
確
保
が
困
難
に
な
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
る
。
観
光
地
で
あ
る
た
め
観
光
客

が
多
く
訪
れ
る
先
斗
町
で
は
、
災
害
発
生
時
に

人
々
の
混
雑
に
よ
り
渋
滞
が
発
生
し
、
迅
速
な
避

難
の
妨
げ
と
な
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
京
都
ら
し
い
風
情
の
あ
る
木
造
密
集
地
と
路

地
の
都
市
景
観
が
持
つ
歴
史
的
価
値
や
経
済
効
果

は
大
き
い
た
め
、
都
市
景
観
を
保
全
し
つ
つ
、
災

害
時
の
住
民
や
観
光
客
の
迅
速
か
つ
安
全
な
避
難

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
路
地
な
ど
の
こ
の
地
区

の
空
間
特
性
を
最
大
限
に
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
先
斗
町
に
お
け
る
災
害
危
険
性
に

関
す
る
既
往
研
究
は
、
お
茶
屋
の
減
少
に
よ
り
火

災
危
険
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

松
井
ら
の
研
究
2）

の
み
で
あ
り
、
他
の
既
往
研
究

に
お
い
て
も
、
災
害
時
の
観
光
客
の
混
雑
に
よ
り

避
難
が
困
難
に
な
る
危
険
性
を
路
地
や
細
街
路
で

構
成
さ
れ
て
い
る
街
区
の
中
で
考
え
ら
れ
た
も
の

は
み
う
け
ら
れ
な
い
。

本
稿
で
は
、
先
斗
町
地
区
内
の
来
遊
者
を
対
象

と
し
た
火
災
と
地
震
時
を
想
定
し
た
避
難
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
分
析
す
る
こ

と
で
、
災
害
時
の
路
地
の
活
用
方
法
や
避
難
経
路

確
保
の
可
能
性
（
東
側
へ
は
み
そ
そ
ぎ
川
、
西
側

へ
は
木
屋
町
通
）
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
有
効
性

を
検
証
す
る
。
そ
し
て
災
害
時
に
お
け
る
人
の
混

雑
に
よ
る
渋
滞
を
考
慮
し
、
先
斗
町
の
既
存
の
空

間
特
性
の
活
用
方
法
を
考
慮
し
た
災
害
時
の
避
難

計
画
策
定
の
た
め
の
知
見
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

図1　先斗町地区の概要と火災発生エリア

(一社)京都府建築士会
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２  
対
象
地
域
の
概
要
と 

調
査
の
方
法

（
１
） 

対
象
地
域
の
概
要

本
稿
の
対
象
地
域
で
あ
る
先
斗
町
は
、
京
都
市

中
京
区
の
三
条
通
南
か
ら
四
条
通
間
に
立
地
し
て

お
り
、
地
区
の
中
央
に
は
南
北
に
約
５
０
０
m
道

幅
2.7
ｍ
以
下
の
先
斗
町
通
が
延
び
、
こ
れ
に
接
し

て
間
口
３
間
程
度
の
伝
統
的
建
造
物
が
両
側
に
建

ち
並
ん
で
い
る
3）

。
ま
た
、
地
区
の
ほ
ぼ
中
央
に

は
先
斗
町
公
園
と
先
斗
町
バ
イ
ク
駐
輪
場
が
、
東

側
に
は
鴨
川
が
、
西
側
に
は
木
屋
町
通
が
位
置
し

て
い
る
。（
図
１
）
木
造
密
集
市
街
地
で
あ
る
た

め
火
災
時
の
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
、
道
路
幅
員
が

狭
い
こ
と
、
一
年
を
通
し
て
多
く
の
来
遊
者
が
訪

れ
る
こ
と
か
ら
、
災
害
発
生
時
に
も
混
雑
に
よ
る

渋
滞
が
発
生
す
る
危
険
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）調
査
の
方
法

本
稿
で
は
、
ま
ず
現
状
の
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
先
斗
町
地
区
の
避

難
上
の
課
題
を
抽
出
し
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
改
善
案
の
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行
し
、

得
ら
れ
る
効
果
と
さ
ら
な
る
課
題
を
考
察
す
る
。

今
回
は
「buildingEX

O
D
U
S

」（ver. 5.0.0

）

と
い
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
エ
イ
ト
社
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

型
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
使
用
し
た
。
こ

れ
は
、
人
と
人
、
人
と
建
造
物
と
の
相
互
作
用
を

表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
通
り
の
両
側
に

建
物
が
立
ち
並
ぶ
先
斗
町
地
区
を
対
象
と
し
て
使

用
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
す
る

に
あ
た
り
必
要
と
な
る
情
報
と
し
て
、
地
区
内
の

各
事
業
所
内
の
客
席
数
と
ピ
ー
ク
時
の
客
の
人
数
、

ピ
ー
ク
時
に
お
け
る
先
斗
町
通
及
び
路
地
内
を
回

遊
し
て
い
る
来
遊
者
注1）

数
、
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
先
斗
町

地
区
内
全
戸
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
先
斗
町
に
訪
れ
る
来

遊
者
数
が
比
較
的
多
い
と
考
え
ら
れ
る
時
期
・
時

間
帯
注2）

に
、
実
際
に
来
遊
者
数
の
計
測
調
査
を
行

い
把
握
す
る
こ
と
と
し
た
。

本
稿
で
使
用
し
た
地
図
デ
ー
タ
及
び
面
積
等
の

情
報
は
、
ゼ
ン
リ
ン
社
の
G
I
S
デ
ー
タ
Z
マ
ッ

プ
２
０
１
４
年
版
か
ら
測
定
し
た
。

３  
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル 

の
構
築

（
１
） 

パ
ラ
メ
ー
タ
の
設
定

a) 

避
難
者
数
の
設
定

来
遊
者
数
計
測
調
査
の
結
果
か
ら
、
最
も
多
く

の
来
遊
者
が
訪
れ
る
時
間
帯
に
お
け
る
各
通
り
の

来
遊
者
数
を
用
い
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
の

避
難
者
数
と
し
た
。

b) 

各
店
舗
内
に
い
る
避
難
者
数
の
設
定

避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
店
か
ら
人
が

外
へ
出
て
く
る
様
子
を
、
一
定
時
間
経
過
ご
と
に

人
を
生
成
す
る
ソ
ー
ス
ノ
ー
ド
を
店
の
入
口
に
設

置
す
る
こ
と
に
よ
り
再
現
し
た
。
各
店
舗
の
避
難

者
数
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
得
ら
れ
た
客
席
数

を
基
に
設
定
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
未
回
収
店
舗
に

つ
い
て
は
、
各
店
舗
の
面
積
等
4）5）

を
用
い
て
客
席

数
を
算
出
し
、
そ
の
値
を
基
に
避
難
者
数
を
設
定

し
た
。
ま
た
、
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

避
難
者
は
災
害
発
生
後
に
時
間
T
秒
（
居
室
避
難

許
容
時
間
注3）

）
が
経
過
す
る
と
人
が
生
成
開
始
さ

れ
る
設
定
と
し
た
。

　

T

＝2

〜3√A

　
（
式
１
）

（
T
：
居
室
避
難
許
容
時
間
、A
：
出
火
室
の
面
積
）

（
２
） 

避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
構
築

a) 

対
象
地
域
の
モ
デ
ル
化

本
稿
で
は
、
先
斗
町
通
お
よ
び
路
地
を
50
㎝
×

50
㎝
の
ノ
ー
ド
で
モ
デ
ル
化
し
、
先
斗
町
通
と
通

り
抜
け
可
能
な
路
地
の
先
に
出
口
注4）

を
設
置
し
、

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
先
斗
町
地
区
内
か
ら
こ
の
出
口

を
出
た
時
点
で
避
難
完
了
と
す
る
。
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
先
斗
町
及
び
路
地
に
店
舗
の
出
入

り
口
が
面
し
て
い
る
店
舗
の
み
（
木
屋
町
通
に
出

入
り
口
が
面
し
て
い
る
店
舗
は
除
く
）
を
対
象
と

し
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行
す
る
。

b)  

モ
デ
ル
化
に
際
す
る
条
件
設
定
と

結
果
の
分
析
方
法

building EX
O
D
U
S

に
お
け
る
出
口
の
設
定

の
一
つ
で
あ
る
誘
引
力
値
と
は
、
個
人
が
そ
の
出

口
に
つ
い
て
ど
れ
ほ
ど
知
っ
て
い
る
か
の
可
能
性

に
影
響
を
与
え
る
値
で
あ
り
、
出
口
を
認
識
し
て

い
る
確
率
で
も
あ
る
。
誘
引
力
値
が
１
０
０
の
場

合
、
避
難
者
が
そ
の
出
口
を
完
全
に
認
識
し
て
い

る
こ
と
を
意
味
し
、
値
に
違
い
が
あ
る
場
合
は
相

対
的
に
誘
引
力
値
が
大
き
い
出
口
へ
向
か
っ
て
避

難
す
る
。
本
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
来
遊
者

数
計
測
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
地
区
内
の
外
部
空
間

に
い
る
全
人
口
か
ら
各
路
地
の
人
口
の
割
合
を
算

出
し
、
全
出
口
の
誘
引
力
値
と
し
て
設
定
し
た
。

ま
たbuildingEX

O
D
U
S

は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
実
行
後
に
集
中
的
に
混
雑
が
発
生
し
て
い

た
箇
所
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の

混
雑
デ
ー
タ
は
、
全
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
時
間
の

う
ち
10
％
以
上
混
雑
し
て
い
た
（
４
人
／
㎡
）
エ

リ
ア
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の

混
雑
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
避
難
時
の
混
雑
に
よ
る

渋
滞
箇
所
を
特
定
し
、
そ
れ
に
対
す
る
対
策
を
検

討
し
た
。

（
３
）  

避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

シ
ナ
リ
オ
設
定

a)
火
災
発
生
時
と
b)
地
震
発
生
時
の
２
つ
の

シ
ナ
リ
オ
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行
す
る
。

先
斗
町
地
区
の
み
そ
そ
ぎ
川
沿
い
に
は
、
現
在

は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
屋
外
階
段
が
10
個
存
在
し

て
い
る
。（
図
１
）
そ
の
中
で
も
、
す
ぐ
に
で
も

避
難
時
に
使
用
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
階

段
は
３
つ
あ
る
。
そ
の
３
つ
の
階
段
を
災
害
時
に

は
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
の
有
効
性
を
示

す
た
め
に
、
両
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
も
に
３
つ

の
階
段
使
用
あ
り
の
場
合
と
、
使
用
な
し
の
場
合

を
検
証
し
た
。

a) 

火
災
発
生
時

火
災
発
生
箇
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の
東
西
方
向
の
通

り
の
間
と
し
て
設
定
し
、
火
災
発
生
箇
所
の
両
側

付
近
の
路
地
は
消
防
が
進
入
路
と
し
て
使
用
す
る

と
し
て
、
そ
れ
以
外
を
避
難
経
路
と
す
る
。
火
災

発
生
の
場
合
分
け
は
先
斗
町
公
園
・
先
斗
町
バ
イ

ク
駐
輪
場
区
間
を
除
く
11
エ
リ
ア
と
す
る
（
図
１
）。

避
難
完
了
時
間
が
最
も
長
く
な
る
火
災
発
生
エ
リ

ア
を
明
ら
か
に
し
、そ
の
原
因
と
対
策
を
検
討
す
る
。

b) 

地
震
発
生
時

地
震
の
揺
れ
が
収
ま
る
と
同
時
に
避
難
者
が
避

(一社)京都府建築士会



䜶䝸䜰A 1865 31ศ05⛊ 1512 25ศ21⛊

䜶䝸䜰B 1518 25ศ18⛊ 1285 21ศ25⛊

䜶䝸䜰C 1289 21ศ29⛊ 1075 17ศ53⛊

䜶䝸䜰D 1186 19ศ46⛊ 1025 17ศ05⛊

䜶䝸䜰E 1038 17ศ18⛊ 1040 17ศ20⛊

䜶䝸䜰F 927 15ศ27⛊ 915 15ศ15⛊

䜶䝸䜰G 798 13ศ18⛊ 778 12ศ58⛊

䜶䝸䜰H 727 12ศ07⛊ 829 13ศ49⛊

䜶䝸䜰I 738 12ศ18⛊ 829 13ศ49⛊

䜶䝸䜰J 917 15ศ17⛊ 1003 16ศ43⛊

䜶䝸䜰K 1241 20ศ41⛊ 1318 21ศ58⛊

㝵ẁ⏝䛺䛧 㝵ẁ⏝䛒䜚

㑊㞴㛫 (S)

⌧≧䛸䛾
㑊㞴㛫䛾ᕪ(s)

⌧≧䠄㝵ẁ⏝䛒䜚䠅 1512 25ศ21⛊

ᨵၿ a) 1308 21ศ48⛊ 204

ᨵၿ b) 765 12ศ45⛊ 747

ᨵၿ c) 663 11ศ03⛊ 849

㑊㞴㛫 (s)
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難
し
始
め
る
が
、
来
遊
者
の
多
く
は
地
区
に
あ
ま

り
精
通
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
優
先

的
に
先
斗
町
通
を
用
い
て
避
難
す
る
と
考
え
た
。

３
つ
の
階
段
の
利
用
な
し
と
利
用
あ
り
の
場
合
の

２
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

行
し
、
そ
れ
ぞ
れ
渋
滞
が
発
生
し
や
す
い
箇
所
を

特
定
し
、
対
策
を
検
討
す
る
。

４  

現
状
の 

避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果

a) 

火
災
発
生
時

エ
リ
ア
A
で
火
災
が
発
生
し
た
場
合
の
避
難
完

了
時
間
が
最
も
長
く
な
っ
た
の
は
、
先
斗
町
公
園

以
北
よ
り
も
以
南
の
方
が
四
条
通
ま
で
の
距
離
が

長
く
、
先
斗
町
通
の
幅
員
も
狭
い
箇
所
が
数
箇
所

あ
る
こ
と
が
原
因
と
な
り
、
先
斗
町
通
で
深
刻
な

混
雑
に
よ
る
渋
滞
が
発
生
し
て
し
ま
う
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
エ
リ
ア
A
の
改
善
案
で
は
、
路
地
に

面
し
て
い
る
店
舗
内
の
避
難
者
は
路
地
を
用
い
て

避
難
さ
せ
、
先
斗
町
通
に
い
る
避
難
者
も
路
地
を

用
い
て
避
難
す
る
よ
う
誘
導
（
各
出
口
の
「
誘
引

力
値
」を
全
て
１
０
０
と
設
定
し
た
）し
つ
つ
、先

斗
町
通
へ
の
人
の
流
入
を
抑
制
す
る
も
の
と
す
る
。

b) 

地
震
発
生
時

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
か
ら
は
、
出
口
の
数

を
増
や
し
て
も
、
先
斗
町
通
の
混
雑
が
深
刻
で
あ

る
た
め
に
避
難
完
了
時
間
が
短
縮
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
避
難
完
了
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
に

は
店
に
一
時
待
機
す
る
な
ど
し
て
先
斗
町
通
へ
の

人
の
流
入
を
抑
え
る
か
、
混
雑
が
発
生
し
て
い
る

箇
所
付
近
に
地
区
外
へ
出
る
こ
と
が
で
き
る
出
口

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

５   

改
善
案
の 

避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果

こ
こ
で
は
先
斗
町
通
へ
の
人
の
流
入
を
抑
え
る

手
段
と
し
て
、
火
災
発
生
時
・
地
震
発
生
時
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
、
路
地
に
面
し
て
い
る
店
舗
内
の

人
は
全
員
路
地
を
用
い
て
木
屋
町
側
へ
避
難
す
る

場
合
と
、
混
雑
が
常
に
発
生
す
る
箇
所
付
近
に
現

存
す
る
み
そ
そ
ぎ
川
側
へ
降
り
る
階
段
が
あ
る
店

舗
を
、
鴨
川
河
川
敷
へ
の
緊
急
出
口
と
し
て
開
放

し
た
場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行
し
結
果

を
考
察
す
る
。

（
１
）  

火
災
発
生
時
の

改
善
案
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果

エ
リ
ア
A
で
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
以

下
の
３
つ
を
改
善
案
を
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
て
検
証
し
た
。

a)  

路
地
に
面
し
て
い
る
店
舗
内
の
避
難
者
は
全

員
路
地
を
用
い
て
避
難
す
る
場
合

b)  

a)
＋
先
斗
町
通
に
い
る
避
難
者
も
路
地
を
用

い
て
避
難
す
る
場
合

c)  
b)
＋
先
斗
町
公
園
以
北
と
以
南
計
２
箇
所
の

階
段
（
図
１
の
d
と
f
）
を
東
側
へ
の
避
難
経

路
と
し
て
開
放
し
た
場
合

（
２
）  

地
震
発
生
時
の

改
善
案
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果

以
下
の
３
つ
を
改
善
案
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
検
証
し
た
。

a)  

路
地
に
面
し
て
い
る
店
舗
内
の
避
難
者
は
全

員
路
地
を
用
い
て
避
難
す
る
場
合

b)  

先
斗
町
公
園
以
北
と
以
南
計
２
箇
所
の
階
段

（
図
１
の
d
と
f
）
を
東
側
へ
の
避
難
経
路
と

し
て
開
放
し
た
場
合

c)  

a)
＋
b)
の
場
合

（
３
）  

改
善
案
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
に
対
す
る
考
察

a) 

火
災
発
生
時

現
状
の
混
雑
デ
ー
タ
で
は
先
斗
町
公
園
付
近
か

ら
南
に
向
か
い
大
き
な
混
雑
が
見
ら
れ
て
い
た
が
、

改
善
案
で
は
順
に
そ
の
混
雑
が
解
消
さ
れ
て
い
る

様
子
が
確
認
で
き
た
。

b) 

地
震
発
生
時

各
改
善
案
と
現
状
の
混
雑
デ
ー
タ
を
比
較
す
る

と
、
先
斗
町
公
園
以
北
と
以
南
の
先
斗
町
通
で
発

生
し
て
い
た
２
カ
所
の
混
雑
の
中
央
部
分
が
、
順

に
少
し
ず
つ
解
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
先
斗
町
通
へ
の
人
の
流
入
を
抑
制
す
る

こ
と
は
、
避
難
完
了
時
間
の
短
縮
と
と
も
に
先
斗

町
通
の
混
雑
に
よ
る
渋
滞
を
解
消
す
る
こ
と
に
も

効
果
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

６   

ま
と
め

（
１
） 

避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
の
考
察

本
稿
で
は
、
災
害
時
の
最
も
大
き
な
課
題
と
し

て
考
え
ら
れ
る
混
雑
に
よ
る
渋
滞
に
着
目
し
て
先

斗
町
地
区
を
対
象
に
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

構
築
し
、
火
災
と
地
震
発
生
時
の
混
雑
が
常
時
発

表2　地震発生時の避難シミュレーション結果

表1　火災発生時の避難シミュレーション結果
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⌧≧䛸䛾
㑊㞴㛫䛾ᕪ(s)

⌧≧䠄㝵ẁ⏝䛒䜚䠅 1095 18ศ15⛊

ᨵၿ a) 928 15ศ28⛊ 167

ᨵၿ b) 1006 16ศ30⛊ 89

ᨵၿ c) 900 15ศ00⛊ 195

㑊㞴㛫 (s)
㝵ẁ⏝䛺䛧䛾ሙྜ䛸䛾
㑊㞴㛫䛾ᕪ(s)

㝵ẁ⏝䛺䛧䛾ሙྜ 1256 20ศ56⛊

㝵ẁฟཱྀ䛾ㄏᘬຊ್䠖㻝㻜0 2068 34ศ28⛊ -812

㝵ẁฟཱྀ䛾ㄏᘬຊ್䠖㻡0 1134 18ศ54⛊ 122

㝵ẁฟཱྀ䛾ㄏᘬຊ್䠖㻞5 1095 18ศ15⛊ 161

㑊㞴㛫 (s)
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生
す
る
箇
所
（
図
２
）
と
、
避
難
時
の
課
題
を
明

ら
か
に
し
、
既
存
の
路
地
と
階
段
を
活
用
し
た
避

難
誘
導
対
策
の
有
効
性
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
先
斗
町
公
園
以

北
と
以
南
の
先
斗
町
通
で
混
雑
が
常
時
発
生
す
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
、

路
地
に
よ
る
木
屋
町
通
側
へ
の
避
難
率
を
上
げ
、

地
区
外
へ
の
出
口
を
増
や
す
た
め
に
み
そ
そ
ぎ
川

へ
通
じ
る
既
存
の
階
段
を
有
効
活
用
で
き
れ
ば
、

避
難
完
了
時
間
の
短
縮
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

一
方
で
、
先
斗
町
通
で
の
混
雑
に
対
し
て
は
、

や
み
く
も
に
出
口
の
数
を
増
や
し
て
も
避
難
完
了

時
間
が
短
縮
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
以
上
に

店
舗
で
の
一
時
待
機
を
す
る
な
ど
先
斗
町
通
へ
の

人
の
流
入
を
抑
制
し
、
先
斗
町
通
で
混
雑
に
よ
る

渋
滞
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
避
難
誘
導
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

（
２
） 

今
後
の
課
題

先
斗
町
地
区
内
に
現
存
す
る
町
家
の
構
造
を
利

用
し
た
避
難
路
活
用
の
可
能
性
確
認
（
臨
時
的
な

避
難
路
と
な
り
う
る
通
り
庭
の
活
用
な
ど
）、
周

辺
の
避
難
場
所
、
避
難
所
等
も
対
象
に
取
り
入
れ

た
よ
り
広
域
な
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行

す
る
必
要
が
あ
る
。
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賜
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市
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あ
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。

●注釈
注1） 本研究における「来遊者」とは、他地域からの観光客や飲食を目的に地区内にやってくる、
 この地区についてあまり精通していない人々のことを指す。
注2） 京都市に多くの観光客が訪れるのは例年3・4・11月6）であるため、実測調査は11月中旬の土曜日に行った。
注3） 居室避難許容時間Tとは、火災が発生した場合にその居室の全員が室外に避難を完了するまでの時間のことである7）。
注4） 本研究における「出口」とは、避難シミュレーションモデル内での先斗町地区内から地区外へと出る出口のことであり、
 避難者が出口を出た時点で先斗町地区内から地区外へ避難完了したとみなす。
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図2　常時混雑が発生する箇所

表4　地震発生時の改善案シミュレーション結果 表3　火災発生時の改善案シミュレーション結果
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